
２０１９年度看護学科２年課程 授業科目の授業計画 
 
科目区分 基礎分野 授業科目 論理的思考 

講師名 1 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 １年次 

目的：人間の思考活動の特徴を理解し，論理的思考に基づいた文章表現力・読解力を育成す

る。 

目標： １ 論理的思考の意義と特徴を理解する。 

２ 思考活動と言語活動との関係を理解する。 

３ 自分の思考を正確に伝える基本の表現方法を理解する。 

４ 表現された思考を読み解く方法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 論理的思考の意義と特徴                   （２時間） 
(１) 論理的思考の意義 
(２) 論理的思考のプロセス 
   ２ 思考と言語                               （23 時間） 
    (１) 思考活動と言語活動の関連 
    (２) 思考の単位 
     ア 文の原則 

イ 段落の意義 
(３) 問答                                         
ア 意見と事実 
イ 意見・思考の根拠 
(４) 情報伝達                                            
ア 描写 
イ 説明 

     ウ 情報分析 
      (ｱ) 推測 
      (ｲ) 演繹的推論と帰納的推論  
   ３ 批判的思考                        （２時間） 

(１) 意義と特徴 
    (２) 構成要素 
     ア 認知的側面（明確化，推論，方略）        
     イ 情意的側面（態度，傾向性） 
    (３) 批判的思考の技術 
   ４ ディベート                                  （２時間） 
    (１) 定義 
    (２) 目的・役割・機能 
    (３) 方法・手順 
    (４) 評価 

評価方法 筆記試験 レポート評価 

テキスト なし 

備考  

 
 
 
 


タイプライターテキスト



テキストボックス
看護学科２年課程



科目区分 基礎分野 授業科目 情報科学 

講師名 2 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 １年次 

目的：情報処理及びコンピューターに関する基礎的知識を習得し，看護における情報科学 
  の重要性を理解する。 
目標： １ 情報処理に関する基礎知識を理解する。 
    ２ 看護における情報科学の現状と活用を理解する。 
    ３ コンピューターの基礎知識と基本操作を習得する。 
    ４ 統計的なデータの整理と読み取り方を理解する。 
    ５ 情報を扱う上での安全管理と倫理的配慮の理解を深める。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 情報処理の基礎                     （２時間） 
    (１) 情報の概念    (２) 情報の意義 
    (３) 情報の処理方法 (４) 情報の信頼性 
２ 医療・看護における情報科学の現状         （２時間） 
    (１) 医療・看護の情報化の役割  (２) 医療情報ネットワーク 
    (３) 電子カルテシステム        (４) 看護情報システム 

（看護過程支援システム，看護業務システム，看護管理システム） 
    (５) 看護と情報に関する倫理   
３ コンピューターと情報処理                （２時間） 
(１) コンピューターの基礎知識  (２) コンピューターネットワーク 
(３) インターネットの実際 
(４) コンピューターの安全管理 
ア システムのセキュリティ  イ ネットワークセキュリティ 
４ コンピューターの基本操作              （10 時間） 
(１) ワープロソフト  (２) 表計算ソフト 
(３) 統計解析ソフト 
５ 統計学概論                       （２時間） 
(１) 統計学の定義 (２) 倫理上の留意点 
(３) 看護における統計学の信頼性 
６ 統計処理                        （12 時間） 
(１) 統計処理の概要 
(２) 記述統計 
ア 計量データ（ソート，度数分布表，ヒストグラム，代表値，散布度） 
イ 計数データ（散布図，相関図，回帰直線，補間と補外） 
(３) 推測統計 
ア 母集団と標本    イ 正規分布 
ウ 推定（点推定，区間推定） 
(４) 仮説検定 
ア 仮説検定と手順  イ ｔ検定 
ウ χ2 検定 

評価方法 筆記試験 

テキスト 技術評論社：例題 30+演習問題 70 でしっかり学ぶ Word/Excel/PowerPoint

標準ﾃｷｽﾄ(Windows10/Office2018 対応版） 

サイオ出版：新訂版 看護・医学系のための情報科学入門 

備考  

 
 
 
 



科目区分 基礎分野 授業科目 看護と科学 

講師名 1 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：科学的現象の物質・現象と看護技術の基礎となる原理・原則を理解する。 

目標： １ 科学的現象の物質・現象を理解する。  

２ 看護技術の基礎となる原理・原則を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 体位変換における力学                    （６時間） 

(１) 力の合成と分解  (２) ニュートン 

(３) 体位変換の原理  ア トルク  イ てこ 

(４) 仕事率 

２ 看護ボディメカニックス                   （６時間） 

 (１) 重心と安定性    (２) 作用・反作用の法則 

 (３) ボディメカニックス (４) 摩擦力 

３ 熱現象                           （２時間） 

    (１) 比熱  (２) 冷罨法と温罨法 

    (３) 体熱の産生と喪失 

４ 圧力と看護の関係                      （６時間） 

(１) 気圧  (２) ネブライザーの原理 

(３) 血圧に関する知識  ア ベルヌーイの定理 

(４) 低圧持続吸引装置の原理 

(５) 酸素ボンベ  ア ボイルの法則 

(６) 胃洗浄とサイフォン  (７) オートクレーブ 

５ 液体の落下速度と濃度                    （６時間） 

(１) 点滴  (２) 経管栄養 

(３) 酸・アルカリ性  (４) 濃度  (５) 浸透圧 

６ 放射線                              （２時間） 

(１) 電磁波            (２) Ｘ線 

(３) 原子核の崩壊と半減期  (４) 追跡子 

７ 音に関する現象                       （１時間） 

(１) 音波        (２) 音の強さと大きさ 

(３) ドップラー効果  (４) 超音波 

評価方法 筆記試験 

テキスト 学研メディカル：完全版 ベッドサイドを科学する 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 



 
科目区分 基礎分野 授業科目 社会学 

講師名 1 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 ２年次 

目的：社会的存在である人間と社会を構成する要素との相互作用を理解する。 

目標： １ 社会の構造とそれにおける人間（個人）を理解する。 

２ 社会を構成する家族と集団の構造・機能を理解する。 

３ 現代社会の諸問題とその対応を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 看護と社会学                         （４時間） 

(１) 社会学の意義 

    (２) 看護と社会学との関連 

２ 人間と社会                          （６時間） 

(１) 人間についての認識  

(２) 人間のライフサイクル 

(３) 個人と社会との関係 

(４) 集団での地位と役割 

(５) 社会における役割期待と役割遂行  

３ 家族の概念と構造・機能                    （６時間） 

(１) 基礎集団としての家族 

(２) 家族の構造 

(３) 家族の機能 

(４) 家族の変動 

(５) 家族の発達 

４ 地域社会                           （３時間） 

(１) 地域社会の歴史的変化 

(２) 農村社会と都市社会 

(３) 地域保健・医療・福祉の現状と課題 

５ 職業と職業集団                        （３時間） 

(１) 職業と社会 

(２) 経営体と職業集団 

(３) 医療集団 

６ 現代社会と現代文化                      （４時間） 

(１) 現代社会 

(２) 集団とネットワーク 

(３) 現代文化の特徴 

(４) 国際社会の捉え方 

７ 社会問題と総合福祉政策                    （３時間） 

（１） 社会問題の構造的関連 

（２） 総合福祉政策の展開 

（３） 医療問題と保健・医療・福祉システムの総合化 

評価方法 筆記試験 

テキスト メディカ出版：ナーシング・グラフィカ健康支援と社会保障①健康と社会・生活 

備考  

 



 
科目区分 基礎分野 授業科目 看護に生かす教育学 

講師名 2 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：看護の対象に応じた効果的な教育に必要な基礎的知識・方法を理解するとともに， 

自己教育力を高める。 

目標： １ 教育の概念と基本的理論を理解する。 

２ 教育効果に影響する諸条件を理解する。 

３ 対象に応じた教育のプロセスとその方法を理解する。 

４ 自己教育の必要性を理解し，学習意欲を高める。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 人間の成長と教育の本質                    （２時間） 

(１) 教育の意義と目的  (２) 看護と教育の関連 

２ 教育の基礎理論                        （４時間） 

(１) 問題解決学習    (２) 発見学習 

(３) プログラム学習    (４) 完全習得学習 

３ 発達段階における教育の特徴                  （４時間） 

(１) 乳幼児と教育の特徴 (２) 学童と教育の特徴 

(３) 成人と教育の特徴   (４) 高齢者と教育の特徴 

４ 教育の場と目的                        （２時間） 

(１) 家庭教育   (２) 学校教育  (３) 社会教育 

５ 教育効果に影響を与える条件                  （４時間） 

(１) 身体的・精神的状態   (２) レディネス 

(３) 学習意欲と動機づけ   (４) 学習環境 (５) 学習者と教育者の人間関係 

６ 学習指導                           （14 時間） 

(１) 教育方法の基本原則（本質） 

ア 目的実現への役立ち  イ 対象の状態の考慮 

ウ 教育者の人格の反映  エ 人間関係・物的条件・社会的条件の作用 

(２) 学習指導の意義と三者の関係 

ア 学習指導の意義  イ 学習者・指導者・教材の関係 

ウ 指導・学習・教材研究の関係 

(３) 学習指導の目標 

ア 目標設定の枠組みと形式  イ 目標設定の原則 

(４) 教育内容と学習指導形態 

ア 教育内容と指導計画   イ 指導方法と教材の検討 

ウ 学習環境の調整 

(５) 学習指導の実際 

ア 受容的形式と表現的形式  イ 学習指導形態の種類 

(６) 教育と評価 

ア 教育評価の機能と目的    イ 教育評価の時期と方法 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：看護のための教育学 

備考  

 



 
科目区分 基礎分野 授業科目 心理学 

講師名 1 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：看護の対象となる人間の心理と行動の基礎知識を理解する。 

目標： １ 心理学の基礎理論を理解する。 

２ 人間の心理と行動のしくみを多面的に理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 看護と心理学                       （２時間） 

(１) 心理学の発展 

ア 心理学の対象   イ 心の見方の歴史 

(２) 心理学の研究方法 

ア 心理学の領域   イ 人間理解の方法 

２ 人間の心理を理解するための基礎              （23 時間） 

(１) 感覚・知覚の心理 

ア 感覚   イ 知覚 

(２) 記憶の心理 

ア 記憶のはたらき   イ 忘却の心理   ウ 記憶の工夫 

(３) 感情・動機の心理 

ア 感情・情緒    

イ 動機・欲求 (ｱ) 動機・欲求 (ｲ) 欲求不満・葛藤 

(４) 性格・知能の心理 

ア 性格   イ 知能 (ｱ) 知能テスト (ｲ) 創造性 (ｳ) 思考 

(５) 学習の心理 

ア 学習理論  イ 学習に影響する条件  ウ 練習の心理 

(６) 発達の心理 

ア 発達の原理 イ 発達段階の特徴 

(７) 社会・集団の心理 

ア 対人認知     イ 社会的態度   

ウ 社会的スキル  エ 集団心理 

３ 看護にいかす心理学                     （４時間） 

(１) 患者の心理 

ア 患者行動   イ ストレス理論 

(２) 看護師の心理 

ア バーンアウト  イ 適応 

評価方法 筆記試験 

テキスト 福村出版：新 医療と看護のための心理学 

医学書院：看護のための人間発達学 第５版 

備考  

 
 
 
 
 



 
科目区分 基礎分野 授業科目 英語 

講師名 1 名 実務経験の有無 ― 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：看護に必要な英語力を養い，多様な文化の存在を理解する。 

目標：１ 看護の現場における英語でのコミュニケーション方法を理解する。 

    ２ 国々の文化的背景と価値観・習慣の相違を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 看護に必要な英語                     （25 時間） 

(１) 診療・看護場面で使用される医療英単語            

(２) 診療・看護場面における英会話               

(３) 看護関係の英語文献 

   ２ 諸外国の文化の理解                    （４時間） 

（１）主な国々の文化的背景 

（２）その国の国民性に見る価値観と習慣 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：病院の中の英会話 第２版 

備考  

 


